







その他のタイトル Differences in Language Education Belief
Patterns teachers of Japanese Language















Table 3 A 
重臨帰分析2-23 (属性)②
重回帰式 目的変数 2 23 
説明変数名 (i~ 団結係数 第準揺回掃部数 F 能 有意差将定確率 判定マーク
T9 研修の受講 0.18918931 0.061562219 18.05325 2.18347Eー似 l水中j
TIO 外国語学習経験 0.165847135 0.053318422 14.07797 10.000177185 i帥i
Tl1 父母との懇談経験 0.087473861 0.058876258 18.26509 1.95432E一世4 [料]
Q84_1 ポルトガル語 -0.110505922 -0.047975578 ]}.31019 0.000776072 [*1 
T6 指導した外国人年少者数 0.03967389 0.032481458 2.944374 0.086233166 [ 1 
T2 年齢 -0.069066705 -0.054584896 11.89766 0.0∞566247 [料i
T7B 外国人年少者の母諾の多様性 0.071546751 0.029681841 3.758113 0.052602729 [ J 
82 全校児童生徒数 -0.000102062 -0.026126955 3.866475 0.04930988 [* J 
QS4_4 英語 0.07661539] 0.020]98772 2.225182 0.1358338 ! J 
83 外国人年少者数 -0.003315096 -0.035028539 5.400379 0.020168494 iネi
88 教員の加配 0.079431015 0.035058011 5曲329938 0.020998877 [* 1 
QS12B 1臨業 o . 082891052 0.02211 0688 2.375539 0.123306359 [ 1 





























カテゴリーのうち， (1) 1時間程度の懇談経験がある， (2)それ以上の経験がある，






















問時信頼性表 O ‘05 0.01 
群比較 平均値差 下限値 上限穂 下眼値 上限値 判定
2 -0.16416883 -0.231371628 -0.096966033 -0.24657114 -0.081766521 [**] 
3 0.047685579 -0.021842071 0.11721323 -0.037567403 0.132938562 [ ] 










































































1 .教師の外国語学習経験 (F値=36.31424) 
2 .指導した外由人年少者の数 (F値=31.59119) 
3 .父母との懇談経験 (F値=29.70931) 



















































































1 .指導した外国人年少者数 (F=52.30993) 
2 .父母との懇談経験 (F=33.96641) 
年少者日本語教育にかかわる教師の属性による言語教育観の違いの分析 95 
3 .父母の滞在予定期間 (F= 13.05027) 
このうち「指導した外国人年少者数Jの属性 r2-14Jの言語教育観に対する




































1 .外国人年少者指導のための研修の受講 (F=45.89947) 
2 .指導した外国人年少者数 (F= 26.70752) 
3 .教師の日本語指導に関わる立場 (F=16.66116) 






定平均値(年少者l人:4.87， 2ないし 4人:4.93， 5ないし 9人 :5.282，10
人以上:5.69)をそれぞれ比較すると，ボンブエローニの多重比較により，年































































1 .指導した外国人年少者数 (F= 72 .00072)， 
2. 父母との懇談経験 (F=39.74785) 
3.外国人年少者に対する指導の研修の受講 (F= 34.00389) 















































































1 .指導した外国人年少者数 (F= 64.12861) 
2. 父母との懇談経験 (F= 29.61007) 
3.外国人年少者の指導経験年数 (F = 20.8423) 
数値配置(1年 1，1 -2年 2，3年以上:3) 
4.外留人年少者の父母の滞在予定期間 (F= 19.19993) 
またこれらについて以下の点が示された。
1 .指導した外国人年少者数
言語教育観2-13に対する評定平均 l人:4.69， 2 人~4 人: 4.83， 5 ~ 9 
人 :4.96，10人以上:5.24 

















































1.教師の年齢 (F= 30.88725) 




12-16Jに対する評定平均値は， 20代:4.80， 30代:4.62， 40代:4.55， 50 
代以上:4.46 
ボン・フエローニ多重比較の結果， 20代とそれ以外の年齢年代について有


















質問 平均 標準 分グ析ルラスター質 問 立4 iヨ lーこブよる分 影響度の大きい属性(重要度願)番号 1i任 自fuli主 It 
間Illlの入がHmlや母援の{語f査を包める態度をとるとv 教I i父母との慰談経殺 (11'fll以上)
2. (外i芸人年少者の指導に関する)研修の






2 そのjI;[念を13本;在学?号に役立てることができると思う 2-07 5.]] ].15 
(1人， 2 -4人の/111を除き多い方)
3父母との懇談経験 (1時li以u
[â~fr /illの j告訴依存] 4研修の受講経験(あり)
5教師の日本語教脊に関わる立場{日本総
相当)
う 日[受本け誌入とれ{手j話t言再l語万とをi号{史訴うのこ併と1は1の学，湾学全湾般へlの:プ好ラ彫ス鯵，-なる 2…01 5.09 ¥. 23 (特定の属性なし)
高学年以上の場合，子供たちがi年誌を失わずに日本誌がで !指導した外関λ年少者の数{多い1J)




日常会話lこ必嬰な!3本語の能力と.j受業についていくのに (1人， 2 -4人のIJlを除き多い1il







la3Hを忘れると心理的発達や綾子のコミュニケー ションの 2 父母との懇議経験 (II~II~数多 l;)
















9 理解した1)読み書きが不自IlJなくできるようlこなるまでに 2-]9 4.71 1.42 3 (特定の属性なし)
1. 2 'Iõかかると.~\う。[学習~g*の発達('2!1. ZiF) 
日本総ができるようになって同じ母誌の子供と疎遠になる
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